
「ふれあい広場」連携拠点の試行による、
青少年の居場所に対するニーズの実証事業

NPO法人アスイク
代表理事 大橋雄介

令和2年度 仙台市市民協働事業提案制度
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アスイクのご紹介
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宮城野通駅前・薬師堂前

県内36会場
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居場所を必要としている子ども・若者が増加
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出所：河北新報（2018年11月23日）

仙台市立小中学校の不登校児童数の推移
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仙台市における不登校・中退等の現状（概略）
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不登校
（通学）

引きこもり

適応指導セ
ンター

公立定時
制・通信制

サポート校

全日制

未進学 未進学

中退 引きこもりと
して問題化80人

（5％）

200人

1,320人

※割合
不明

※実数
不明

義務教育 義務教育後 ドロップアウト後 10・20年後

関係機関ヒアリングより作成
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ふれあい広場のポテンシャル
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出所：仙台市子供相談支援センター

ふれあい広場の利用者数推移
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協働による取り組み内容
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ふれあい広場サテライト
（泉中央・榴岡・長町）の運営

スタッフの共同育成

運営会議/
ヒアリング調査
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ふれあい広場の登録者は2倍以上に
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年間の延べ利用者数は前年度の3倍近くに急増

8

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

出所：仙台市子供相談支援センター

ふれあい広場の利用者数推移

当初目標
ライン

本
体

サ
テ
ラ
イ
ト

【協働の効果】
Web活用、

アスイクの信用力、
子ども対応ノウハウ
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登録者の8割にポジティブな効果が見られた
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ケース
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• 小学生から不登校となり、学校や居場所を転
々としてきた19歳の男子利用者。

• 週2程度の通所から毎日通所するようになった
り、学習にも自分から取り組むようになったりし
た。

• 働くことへも関心を示し、自分がどんな仕事な
らできるかを考えるようになった。
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ふれあい広場のポジションと連携強化
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義務教育後

義務教育

社会的自立
（個の視点・
自己決定）

学力・
学歴保障 株

式
会
社A
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O
B
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C

杜のひろば

ふれあい広場

中退・引きこもりリスクの
高い子どもの事前のつなぎ
（適応指導センターとの情

報共有会議）

ふれあい広場のポジショニング

関係機関からのリファー
（意見交換会）

【協働の効果】

公的機関の協力
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サテライト分散の必要性の検証
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人

各サテライトの1日あたりの利用者数

長町・泉中央を週1⇒2日に
増設し、榴岡と合わせる

【協働の効果】

相談員の派遣

榴岡の利用者が長町と泉中央
を併用するパターンが多い



© NPO Asuiku All Rights Reserved.

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

令和2年度の目標・その後の展望
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ロード
マップ

2年目
の目標

協働事業提案制度

2019年度 2020年度 2021年度

協働事業提案制度

モデル事業・調査
ニーズ実証・
運営方法検討

2022年度

仙台市の施策化
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スケジュール
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月 事業実施内容
4月 運営会議、歓迎会
5月 運営会議、たこ焼きパーティー
6月 運営会議、適応指導センターとの情報共有会議、避難訓練
7月 運営会議、職場体験
8月 運営会議、関係機関との意見交換会、夏祭り、次年度企画提案
9月 運営会議、宿泊活動
10月 運営会議、視察研修、芋煮、適応指導センターとの情報共有会議
11月 運営会議、タップダンス
12月 運営会議、クリスマスパーティー
1月 運営会議、フリーマーケット
2月 運営会議、職業体験
3月 運営会議、送別会
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予算
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項 目 内容・算出根拠等 金 額

人件費

 コーディネーター（リーダー）：250,000円×1.17（法定福利費）×14ヶ月（内
2ヶ月分賞与）=4,095,000円

 コーディネーター（常勤）：200,000円×1.17×14ヶ月×2人=6,552,000円

10,647,000円
※本申請事業からの支出：

2,340,000円

講師謝金
 意見交換会運営謝金：20,000円×1回
 スタッフ研修講師謝金：20,000円×5回 120,000円

旅費交通費

 コーディネーター交通費：500円×8回×2ヶ所×12ヶ月×3人=288,000円
 ボランティア交通費：500円×8回×3ヶ所×12ヶ月×2人=288,000円
 イベント交通費・宿泊費：20,000円×5回+宿泊費80,000円×2回=260,000円
 講師交通費：8,500円（仙台-郡山）×6回=51,000円
 視察研修旅費（宿泊費含む）：35,000円（仙台-東京）×3人=105,000円

992,000円
※本申請事業からの支出：

193,000円

通信費  事業専用携帯電話：4,000円×12ヶ月×1台 48,000円

賃借料

 家賃（榴岡）：17,867円×12ヶ月
 家賃（泉中央）：12,322円×12ヶ月
 家賃（長町）：5,262円×12ヶ月 ※按分後

425,412円
※本申請事業からの支出：

425,000円

水道光熱費

 榴岡：1,935円×12ヶ月
 泉中央：1,161円×12ヶ月
 長町：464円×12ヶ月 ※按分後

42,720円
※本申請事業からの支出：

42,000円

印刷費
 資料印刷費：5,000円×12ヶ月
 リーフレット印刷費：25円×2,000部 110,000円

消耗品費
 食材費：10,000円×12回=120,000円
 教材費：10,000円×12ヶ月=120,000円 240,000円

保険料
 総合損害保険：10,000円
 イベント実施時保険：2,000円×5回=10,000円 20,000円

「支出経費合計」 12,645,132円

項 目 内容・算出根拠等 金 額

団体
負担額

自己資金(ａ)
 民間助成金（東日本大震災復興支援財団・ベネッセこども

基金）：7,460,000円（決定済み）
 繰越金：2,185,132円

9,645,132円

労力換算（ｂ） 0円

仙台市負担額（c） ※「全体事業費」３の9/10以内
※上記「本申請事業からの支出」合計

3,000,000円

合 計 ＝（ａ）＋（ｂ）＋（ｃ） 12,645,132円


